







Fusion of Cylindrical Ice
-: The Case of Setting in the Vertical Cylindrical
Tube on the Upward Air Flow:-
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Abstract
This paper was written to experiment of fusion of cylindrical ice that was set in
the vertical tube on the upward air flow.
The experimental results, relationship dimensionless radius r* and dimensionless
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氷円柱の融解 121
4．5　表面伝熱係数
　氷円柱が入れられた二重円管内の強制対流伝熱についての研究例は無く，相変化の無い場合
の二重円管内の伝熱として取り扱った例として，甲藤（19）がまとめた式がある。本報では，！ぬ
と，（Rの、・P7・4θ／x）の関係を，上で求めたα。を基にして，4－50φ㎜，熱風温度，110，
160，200℃について整理して示したものがFig。6である。実験値は概略Eq・（4）で示される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 亙％一〇．48（1～64θ・P7・40／劣）百一・一・一……（4）
次に，！％。。をエ＝30伽ηの値として，Nπ．／翫。。とκ／46の関係について整理して示したの
がFig。7である。
　また図中の実線は，甲藤（20）の整理による吸込円管の局所熱伝達の，ノ～θ4，÷3500について示
したものである。これは，本実験と同じ傾向があるようである。さらに，Fig・7から，亙晦／
地。。＝1．0の値となるのは，x／吻＞1．75の範囲であることが概略求まった。
5．結　　言
　垂直二重管内に氷円柱を吊るして，上向きに熱風を送り，　その融解現象を実験観察した結
果，次のことが明らかにされた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1．初めに，氷円柱下端部に「くびれ」現象が現われ，半径が半分以下になると，　「ツノ」
　　　形に変形し，その後，ほぼ相以のまま融解することが観察された。
　2．熱風温度が低く，流速が小さい時は，7＊＞O．2の範囲で，7＊と！＊の関係に直線性があ
　　　った。熱風温度と，風速が高くなると，その範囲は7＊＞0．3まで変化した。
　3．局所表面伝熱係数の！▽筋と1％。。の関係は7／48＞1．75の範囲で等しくなることが観察
　　　された。
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